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原 著

結 核 化 学 療 法 の病 理 組 織 学 的 考 察

1.実 験的結核性脳膜炎 に対す るス トレプ ト

マイ シン療法に関する研究

札幌医科大学病理学教室

新 保 幸 太 郎

(昭和27年8月21日 受付)

1ま え が き

始めてス トレプ トマ イシン療法(以下 ス トマイと略す)

がわが国に紹介 され た当時は結核症の治癒効果 について

、は賛否両論があつたが,現 在 においてはその臨床経過及

び剖検所見等 を綜合的 に判定す ると一応 の結論 を得 るこ

とができた。す なわ ち現在迄発見 され た種 々の結核治療

剤の中で最 もす ぐれた もので,殊 に適応症例 を選 べば か

なりの期待が もて るとい うことに意見が一致 したよ うで

ある。従 つて現在ではその適応症の範囲 もほぼ 見通 しが

ついて,豊 富な生産量 と相待つて一 般に も容易 に使用 で

きるよ うになつた ことはよろこぶ べ きことである○

われわれは米国当局の好意に よつてわが国 で も結核性

脳膜炎及び粟粒結核症の患者に使用 をゆるされた当初 の

頃,北 海道 において ス トマイ療 法を うけた結核屍 約70例

の剖検を行つてその成績 を本紙上 に発表 した◎

実 験 成

その折 この人体材料の組織学的所 見の発生機序 につい

て不明な点が あつたので,機 会が あつ たら実験的研究 に

移 して見 たい と念願 していた ところ,今 回 ス トマイを入

手す ることが できたので早速実験的研究 を行つたっその

成績 について発表 したい◇

II実 験 材 料 及 び 方 法

実験動物は成熟 ウサギを使用 し,結 核菌は結 汐患者か

ら分離 した強毒 入型菌を使 用 した◎

ウサギに結 核性脳膜炎 を起 させ るには種 々の方 法が あ

る◎頸動脈内結 核菌注入法 は普通入体 に見られ る血行性

感染 に最 も合致 するのであるが,こ の方 法では脳膜炎の

発生は不確 実なことを経験 してい る。 よつて最 も確実な

方法 として後頭下穿刺法 によつて結 核菌を小脳延髄槽 に

注入 した◎又 ス トマイ療 法 も同様 に後頭下穿刺 法によつ

て薬液が直接蜘網膜下腔に流入す るよ うに試みた,
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1・ 対 照 実 験 例

本群は正常ウサギの蜘網膜下腔に強毒人型結核生菌
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せ るものである◎

K18日 目 所 見
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肉眼的 に結核菌の注入部位 にあたる小脳延髄槽の脳膜

は軽度 に混濁 し脳契 質 もや や水腫状 で 旦 つ 充血性 であ

る◎

紐織学的 にこの注入部位か ら脳底にかけた脳膜 に最 も

病 変が強 く,脈 絡叢 にも波及 している。脳溝部 の柔膜 は

円形細胞 の浸潤 によつて軽度 に肥厚 し,特 に血管周 囲に

強 い・浸潤細胞は概 ね円形 で捜は濃染文はやや淡 染 し原

形質に乏 しい撫多 くは小型単球 と看 倣すべき もので中 に

外膜紬胞 に由来す る もの及び リンパ球 も混在 して い る

が,白 血球 は殆 ん ど見 あた らない。 この上部の蜘網膜下

腔 は修度 に鉱張,こ の申 を走行す る血管は拡張 しその周

囲に散在性 に少量 の大滲撮細胞を認 める.脈 絡叢の問質

の小血管 を中心 とす る同俵な円型細胞 の浸潤はやや著 明

で,こ れ に接 して崩解 した白血球及び単球 を含 む炎症細

胞 の小 さな集団が見 られ るう

K,19H目 所 見

肉誤的 にも組織学的 に も病変は著 しく進 行 し,結 捜菌

の注入部にあたる小脳延髄表面は混濁 し,更 にこれに接

す る脳底 部 も同様混濁 してい ろ。脳実質 は水腫性であ る。

組織学的 に脳膜はやや潮 蔓性 に亘 る細胞 浸潤 によつて

肥厚 し,所 々結節状 に見える○この結節は血管を中心 と

す る初期結節でまた定型的溝造 を示 さない。叉蜘網膜下

腔 内の滲出現象は著 明ではない。精見する と蜘網膜下腔

に介在す る動 ・瀞脈 は ともに拡張 し,細 胞 浸潤 は動脈周

囲 よ りも静脈周 囲に強 く起 きてい る。 この血管周囲 の浸

潤紘胞は桜 ね円形 であるが,か な り大小不同 である◎血

管に最 も近接 した所 では濃染捜を もつ た原形質の少ない

嗜塩 基性 の細胞 であ る。 この細胞群 よ り少 し離れた所,

叉 は前者 に混 じてやや原形質 の多い しか も核網構造 の粗

に見 える幼若類 上皮細胞層が あ り,こ れに涜 いて淡 明核

をもつた成熟類上皮細胞群が見 られ る。 この中には蜘網

膜下腔 の腫 大 した内皮細胞 を混 じている。 この不規則な

結 節形戊は血管 を中心 と して個 々の集団状 をな し,こ の

間に介在す る蜘網膜下腔 には大滲出細胞や少数の フイブ

リンを混 じた漿液性滲出物を認 める。又他 の部位では類

上皮細胞 の増殖が静脈又 は動脈周囲 に見 られ ることもあ

る◎時 に静脈 の内膜増 殖が強 く起 り既処 にフィブ リン血

栓の附 着 している もの もあ る¢

脳実質の軟 膜に接す る所 では炎症 は血管鞘に沿 うて浸
穿潤

し,Virchew-Rvbill腔 は円形細胞 の浸潤 によつて充

満 され結節状 に見える○

結接菌は病巣 中に中等度 に証明せられ,細 長 で軽度 に

愛曲 しフク シンに好染す るものが多い◎

K:122日 目 所 見

組織学的 に蜘網殿下腔は柔膜 に沿 うて連続 した著 明な

結 節に よつて 占め られている。結節は主 と して密集 した

類 上皮細胞 よ りな り周 躍に軽度 の リンパ球の不規則 な浸

潤 を認 める。結節のある ものの中心部は乾酪変性に陥つ

2

てい る◎蜘網膜下腔 内滲出現象は一般 に軽度 で少量 の漿

液乃至 フイプ リン様物質 に混 じて大滲出細胞 を認 めるに

過 ぎない◎ この外 ザソバ球は柔膜 に一致 して瀬 蔓性 に浸

潤 し更 に血管 に沿 うて実質 申に深 く侵入 し,時 に結節を

形成する。

結核は少量,乾 酪変性部 に証明せ られ る。菌の形態は

雑多 で増 殖型及び退行型が混在 してい る。

K,;25日 目 所 見

病 変は益 々増強 し結 核菌の注射 部にあたる小脳表面の

一帯 の軟膜は混濁肥 厚 し部分的 に癒 着す る。拡大鏡で仔

細 に観察す ると脳膜 表面 に微細 な結節 を認 めることがで

きるc脳膜並L管は充血性 で脳実質 は柔 かで水腫性 である。

鎖検す ると軟脳膜 に沿 うて連続的 に多数 の小結節を認

め る。主 として円形乃至楕円形の淡明核 を有す る類上皮

細胞 よりな り中心部 に混在す る白血球及び単球 は変性崩

解 して乾酪変性 に陥つてい る¢その最周 囲層は リンパ球

でふ ち どられてい る。 これ等 の結節 は蜘網膜下腔の比較

的大 きな血管を囲む ことがある。 この際動脈 ではその内

皮細胞は増殖 し,血 管壁の浸潤細胞 は変性崩解す る。類

上皮細胞は動脈 局囲の結合織域 をへ だてて増殖するもの弓

で人体に見られ る結節性動脈性周囲炎 に類似 した所見を

呈す る。 しか し静脈 では血管 壁は うすいため類 上皮紬胞

層の中に全 く埋没 した り,リ ンパ球の結 節様 浸潤が強く

起 り,内 腔 に大 きなフイブ リン血栓を認 あ ることもある。

この ような増殖性病変に混 じて滲 出炎 も見 られ る もので

蜘網膜下腔 の一一部は漿液の滲If{に混 じて大 滲出細胞を認

める。さらに脳膜 に密接す る脳実質 の表層 には血管を中

心 と した結節様細胞浸潤を認 め る◎

結核菌は病巣 内に極 めて多量証明せ られ る。1均は細長

又は短形で軽度 に幾曲 しフクシンに好染す る◎ これ等は

細胞の内外 に不規則 に存在す る域小集塊 と して認め られ

る もの もあ る。

2・ 本 実 験 例

本群 は対照例 と同様後頭下穿刺 によつて強毒結核生菌

O・025mgを ウサギの蜘網膜下腔 に注入感染せ しめ,こ れ

と同時 に ストマイ療法 を開始 したつ ス トマイは1日1回

1mg(O・25ee溶 液)後 頭下穿刺 法に より直接蜘網膜下腔

内に注射 した。

T17日 目 所 見

本 例は結 捜感染7日 目でス トマイ使用総量は7myに

達す る◎

肉眼的 に小脳一帯の脳膜は軽度 に混濁 しUつ 充血性で

あつ て,結 節は明視 されない(第1図 参照)○

組織学的 に軟脳膜の柔膜 に沿 うて円形細胞 の浸潤 を認

める。 この所 々に血管 を申心 と して比較的淡明な細胞の

増殖が見 られるe蜘 網膜下腔 では漿液,白 血Ejこ及び単球

の滲出を認 め,こ の中 に介在す る静脈 は拡張 してその内

膜 にフィブ リン及び白1血球 よ りなる鋭tt栓様物質か附蔚す
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るゆ結捜菌 は証明 され ない◎

Tg12郷 籔 所 見

本例は結捜感染12日 を経過 し,ス トマイ総使 用量 は

12ingで あるe

肉眼的 にス トマイ注入部 にあたる小脳膜は軽度に混濁

肥厚す る(第2図 参照)o

組織学的に軟脳膜 の柔膜 及 び蜘網膜下腔 の血管周囲に

あたつて著明な円形細胞の浸潤を認 める。 これ等 の細胞

は小型で核は クロヌチ ンにとみ原形 質は少 な くリソパ球

にヅ致す るが単球 を溌 じてい る◎ これ等 は従来類 リンパ

球と総称 された細胞群 である◎血管殊 に小静脈壁及びそ

の周囲結合綴 内には強い フイブリツ様物質 の浸潤を認 め

る(線維素様膨化)◎又蜘網膜下腔 にはフイブ リン漿液性

滲雌物に混 じて木滲 出細胞及び白血球 の浸潤 を認 める。

結核菌は全 く証明せ られない。

T:117日 欝 所 見 疹

本例は結穫感染17日 を経過 し,落 トマ イ総使用量は

17vagで あ る・

肉眼的に小脳膜面は軽度 に混濁 しやや癒 着性 であ る◎

(第3図 参照)

鋭検的に軟脳膜表面に浴 うて連続 した微細結節 を認め

る。類上皮細胞は淡明核を有 し比較的原形質に とみ配列

は髪粗で,こ の間 に単球又 は大 滲 出 細 胞が混在 してい

る。周辺部 には リンパ球 の浸潤が見 られ る。 この ような

結節様細胞増殖が脳溝部の血管 を申心 と してできた場合

侭比較的大きいが,血 管以 外の ところでは少数の類上皮

細胞乃至単球が集合 してい る。 この病巣部 に埋 没 してい

る血管の変〆ヒはか な り著明である◎特 に動脈では血管壁

は膨化魔解 してエ オジンに淡 赤染 した無構造物質 となつ

て内腔 に膨隆 し,こ の部分の内膜 もまた腫大崩 解す る。

又 この血管 の外膜 に連続 した結合織 もフィブ リノイ ド膨

化を示 し,こ の中の結合織細胞 は腫大 し結 節性動脈周囲

炎のよ うに見える◎静脈では膨化 した血管壁は うす いた

め細胞浸潤乃至細胞増殖に圧迫 されて内腔 は非常 に狭隆

となつている○ ～

脳膜 に接 した脳実質は水 腫様懸粗 とな り,血 管娚囲 に

円形細胞の結節様浸潤が見 られる。

結 核菌は散在性 に極少量証明せ られ る。 これ等 は個 々

に労離 し集落 をなす ことがない。菌形はやや太 く短 くフ

クシンに好染 し発育が旺盛 に見える◎菌は紬胞の内外 に

証明 され るΦ

T425日 目 所 見

本 例の全経過22日,ス トマイ総使用量は20mgで あ

る¢

肉眼的に小脳延髄槽にあたる軟脳膜は混濁す る(第4

図参照)。

組織学的 に軽度の非定型的結 節 形成 と 細胞浸潤 を認

める◎ これ等 は主 として脳溝部の血管 を申心 とし類上皮

細胞 よりな り,一一部大滲出細胞 を混ず るものが ある。 こ

の細胞聞乃至周囲には リソパ球及び形質細胞の浸潤が見

られ る。その他の軟 脳膜 には禰蔓性 に リソパ球 の浸潤を

認 め,中 に結合織細胞が増殖す る。

血 管には醜例 と同様セ ンイソ様膨化 を認め る◎

結捜菌は殆 ん ど証明せ られない○

鳴25日 目 所 見

処置はT3と 全 く同様 である。

肉眼的に小脳延髄槽 にあ る脳膜 は混濁肥厚 し周囲組織

と軽度に癒 着す る。脳底脳膜 もやや混濁 し,脳 血管は一一

般 に拡張性 である(第5図 参照)o

組織学的 に円形細胞 の浸潤は軟脳膜一帯 に亘 りさらに

脳 溝 に沿 うて深 く実質中 に侵入 しているな円形細胞は専

ら リンパ球 よりな り形質細胞 は少ない。鋭猛管周囲では結

節状 をな し,所 々に萎縮性の類 上皮細胞 よ りなる非定型

的 の結節が点綴す る。稀 に結節中心部に乾酪変性が見 ら

れ るが,硝 子様化 して エオジンに好染 する。さらに興味

あるのは動脈 に著 明なフイブ リノイ ド変性 を認 めた こと

である。内膜か ら中膜 にかけてエオ ジンに好染す る均等

性無構造物質 として見 え,ワ ンギ{ソ ン染 色では黄褐染

す る。血管内皮細胞は腫大 し,外 膜周囲には少量 の リン

パ球浸潤 と結合織細胞 の腫大 を認め る。静脈 では血管壁

の フイブ リノイ ド膨化 は明瞭 ではないが 矢張 り境界は不

明瞭 とな り,内 腔 には微細 な血栓状の フイブ リン様物質

を認 める。蜘網膜下腔 の滲出炎 の著明な部分に プラ スマ

細胞に一致す るものが多 く見 られ るが小型単球 と混在す

るところでは両者 の区別 は困難 である籍

結 核菌は類上皮細胞の多い結節 内に証明 され るが,そ

の数 は少な く且つ個 々に分散す る・菌の形態を見るとい

ずれ も長 く軽度 に驚磁1しR.つ好染 した増殖 型 が 見 られ

る。 しか し特 に細胞内 に証明せ られ る とは限 らない。

IV総 括 及 び 考 案

後頭下穿刺 法によ りウサギの蜘網膜下腔 に結核菌を注

入す る時 は必発的 に結核性脳膜炎を惹起せ しめ得 ること

は武田1)と の共 同研究 で発表 したoま ず異物性滲出炎に

始 ま り漸次繁殖炎 に移行 して結 節を形成 し後期 に再び滲

出炎を伴 う◎ このことは他の諸臓 器組織 と全 く同様な反

応形式であ る。

しか し脳膜 では血管 は殆ん どむ きだ しの状態 で蜘網膜

下腔を走行 しているため,病 変は血管を足場 として発展

す るので強 く侵襲 され る点が他 の結核病変 とやや趣 きを

異 にす る。 これ を解析 して見 ると初期の異物反応 は白血

球,単 球反応を主体 とし若干 の大滲 出 細 胞 を混 じてい

る ◎時 日を経 過す ると類上皮細胞 の形成が見 られ る◎ こ

の細胞 は著者2)が 既 に発表 し文天野氏3)屯 強調す るよ う

に単球 に由来す るもので,前 階段 ではいおゆ る類 リンパ

球 の形態 をとつて性格がはつ きりしないよ うなこと竜あ

～3～
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るり しか し中性紅の超 生体染 色では明 らかに細胞 の一側

に中性紅花冠 を形成す るもので単球 よ りの移行 を追求す

ることがで きる◎す なわち初期に結核 菌をか こんで白血

球,単 球が集合 し,漸 次単球 は類上皮細胞に転化 しさら

に外周 に リソパ球 に混 じて結 合織細胞の増殖 を認 めるよ

うにな る。脳膜 ではこの層翰形成は明瞭 でない ことが多

い¢ この際結 穣菌に接触す る血管局囲の結 合織細胞乃至

組織球や蜘網膜下腔 の内面 にあ る内皮細胞は著 しく腫大

し全 くH・E.染 色では類上皮細胞の よ うに見 える◎他方

中心部の白血球 及び単球 の一部は変性崩 解 して乾酪変性

の素地 を造 り,結核 菌の増殖 によ り拡大す る。結核病巣の

崩壌 によウこの菌が蜘網膜下腔 に流斑す ると再 び滲出類

を起すが,ア レルギー反応のため初 期異物反応 に比較 し

て フィプ リンや大滲出細胞 も多 く且 つ血管壁 のフィブ リ

ノイ ド変性を伴 つて くる。文軟脳膜の脳実質 に接す る柔

膜 にはかな り瀬蔓性 に リンパ球の浸潤 を認 めるが血管周

囲 に強 く起 る。 この血管鞘を伝 わつて炎症は脳実質内 に

深 く侵入 し結節様構造 を示す こともあ る。結核 菌は感染

8日 目頃迄は組織学的 に証明 され ないが,19日 頃 よ り証

明せ られ後期(25日)に は驚 く程の増殖振 りを示 してい

る。以上が結 核感染 によつて起 る脳膜病変 である。これ に

ス トマイが作 用 したらこの組織 傑は如何 に変化す るか と

い うことが この研究の命題 である◎この ス トマイの影響

を見 るためには感染の時期,感 染 菌の量 とともに ストマ

イの量等 の点 を充分考慮 しなけれ ぱならない っ著者の研

究は結 核菌の感染 と同時に ス トマイを使用 した もので寧

る感染防禦試 験と もい うべき ものである(著 者は感 染後

種 々の時 日を経過 した場 合3ぐはア レル ギーを考慮 した再

感染は もとよりス トマイの大量を使用す る実験 を計画中

であ る)。今 ス トマイ治療群の変化 を見 ると初期は異 物性

の滲 出現 象を起す ことは対照 と殆 ん ど変 りないが,12日

目にかな り高度 の滲出炎が見 られ る弓滲 掲液は多量 の フ

イブ リンを含 んでい る点が注 目され る017日 目では滲出

物は殆 ん ど吸収 されて結 節形成 を認 めるが,対 照 より抑

制 され単球 よ り類上皮細胞への転化 も弱い よ う に 見 え

る燈申心部に乾 酪 変 化 がおきて若干 の結核菌 を証 明す

る。25日 後 では若干の滲出炎を伴 うが2例 の申1例 は明

らかに結 節形成 は抑鋼 さ れ 両 者 に リソパ球の浸潤 が強

く,一 部に プラスマ細胞 を認め る¢最 も興昧あ るのは動

脈壁の フイブリノイ ド変性が強 く起 る点 であ る¢ この点

は人体の ス トマイ療法 を うけた結 核性脳炎屍 で脳膜 血管

の病変の強 く起 る所見 と何 等かの関聯姓が あるのではな

いか と思われ る。結核菌は対照 に比較 して遙か に少ない

がその菌は萎縮性 の少 ない もので ストマイ療法 を中止す

ると再度の増殖が予想 され る○以 上の よ うにわれわれの

実験では ストマイ投 与によ りウサギの績 核性脳膜炎の発

生 を全 く予防することはで きなかつた◎ス トマイ使用 に

も拘 らず菌 に対す る細胞反応が起つた。 この病 変を対照

に比較す るとあ る程度 の差異 を認め ることが できた。初

期 の一時的滲出炎の増強 後期 の滲出炎の抑制・結節の

非定型,萎 縮性,或 いは結節 の乾酪 巣の硝子様化・ リン

パ球 の増加及び フイブ リン血栓 を伴つた動脈 の フイブリ

ノイ ド壊死等が指摘 され る。

さて文献 によつて見る とス トマイ療法 を うけた結核屍

の病理解剖並びに組 織 学 的 研究 について は岩崎の,中

島5)滝 沢氏6)等 の報告が あ り,著 者7)も また既 に本紙上

に発表 した。

人体 の結核性 脳膜 炎の組織像 は時期 。菌量 ・生体の抵

抗(ア レルギ ーを含めて)等 の諸条件か ら極 めて複雑多

岐 に亘 る もので,こ れ に 汽 トマイが作 用す ると益 々複雑

になる◎殊 に ス トマイ使屠に よつて生存期 聞が延長す る

ため今迄見 られなかつた変化が起つ て くる。 これが ス ト

マイ使用のためか,炎 症 が慢 性化す るための 自然的反応

かの鑑 別はなかなかむずか しい ことになる◎総 ての研究

者 によつて強調 され るのは脳血 管の変化 である。一体結

核性脳膜 では血管の内膜 肥厚 ・血栓 形成 。血管壁 のフイ

ブリノイ ド様 変性を伴 うものである◎ ス トマ イ療法 によ

つて結1亥病変 自体は抑 綱 され るが血管 の変化 は進行 して

栓塞 を生 じその結 果脳軟化を起 し第2の 新 しい脳症状が

発生す るものであ る。笑験的研究(動 物)か ら結核性脳

膜炎 に対す る ス トマイ療法の影響を観 察 した研究報告は

見あたらなかつた。 この結核化 学療 法の病 理組織学的考

察は岩崎氏 の詳細 な研究発表 があ り,著 者 も同氏 の見解

に同意す るところが多いう化 学的治療 剤は治癒 の組織学

的表現 において 自然の治癒像 と根本的 に異 な るものでな

いが病変 の性状 を異 にす るに したが つて幾分組織像 に相

異を生ず る。結捜症の組 織 像 の 基本 形式 は滲出型 。繁

殖 型 。増殖型 であ るが,こ のいかなる時期(新 ・旧の)

に作用す るか によつて当然 ことなつ て くる。 この治癒形

式 について は後 日改めて論 じたい◎

最後 に著者の実験成績 を検討 して見 たい 。 ス トマ イ使

旧例 で約12日 後一過性 に滲出炎が増強 され る ことを認

めたoこ の発生機 転を如何 に考 えるか とい うと,Carins,

Smith&Vollum8)の 記載 による脳膜性反応 が解決 に手

掛 りがあ るよ うである◎人体 の結核性脳膜炎で ス トマイ

療法卵始 の第1週 頃で リク」t・・ル申の細胞(主 と して白

血球)と 蛋 白の急増を認 め るとい う,これは結 核性脳膜炎

に特有 な現象 であ るら しい◇Smithは これ は結棲に感作

され た患 者で菌分解産物す なわ ちッペルク リンが リクオ

ール中に遊 出す るため ではないか と想像 した。一種 のア

レルギ ー反応 と予想 してい る◎ もしこれが事実 とすれば

われ われの成績 も類似 の現象 と考え ると興 味あ るもので

あ る◎ ス トマイ使 用例 ではこの例を除けば滲出現 象が弱

いのは岡氏は ス トマイは滲田の抑制並 びに吸収を促進す

るとい う見解を裏書 きす るもの である◎文 治療例 では萎

縮性乃至非 定型的結節の多いのは初 期の未熟 晒節 に対す
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る ス トマイの作用 と解 され,乾 酪巣 の硝子様化や リソパ

球乃至 プラ スマ細胞 の多い結 節の成 立は成熟結節 に対す

る ストマイの作用す る結 果 と考 えられ る。次 に血管病変

の問題 であ る○ ス トマイ療 法を加 えた ものは同時期の対

照群に比較 して血管病 変殊 に動脈 の ブ イ ブリノイ ド膨

化,血 栓形成が強 く見られた ことである。 これ は ス トマ

イの血管壁への直接的作用 と解すべ きか,或 いは結核菌

の崩解産物 によるア レルギー反応 と解す べきか の結論は

直ちに下 し得ないeこ れ については もつ と検討 して見 る

積 りであるが,ス トマイ療法 を うけた結 核性脳膜炎では

血管変化は進行性 に増強 しこの循環障碍 によ り二次的に

脳軟化或いは田血等 の致命的病変を招来す る事実 と思い

合せると ストマイ作用 と何等かの関聯性が あるよ うに思

われ る。

V結 論

1)健 康 ウサギの蜘網膜 下腔に結 核菌を感染 させ ると

初期の異物反応 に始 ま り,結 節形成 に移行す る◎ この病

変は後期に益 々増強 して滲出炎(ア レル ギー性)を 合併

して くる◎叉解剖学的構造上他の臓器組織 に比較 して結

節は血管を中心 と して できるものが多い。

2)対 照 と同様結 核性脳膜炎 を惹起 せ しめ,同 時 に ス

トマイ療法 を試み る時は対照 とある程度の差を認めるe

全体 と して病変は抑制 され るが,初 期 に一過性に滲綴炎

の増強 を認め る○中期以降 滲出炎は抑制 され る今結節は

萎縮性或いは非定型の ものが多 く,古 い結 節で{よ乾酪巣

の硝子様化,リ ンパ球 の増加 を認め る撫 さらに対照群 に

比較 して フイブ リノイ ド変性 を主体 とす ろ慮t管病変が著

明に起 る(第1図 ～第5図 巻頭参照 ゐ
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